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グループ保険募集中（12月22日まで）

死亡等2千5百万、入院5千、配偶者、子ども２人の保障※含め9,563円/38歳男性

※配偶者／35歳女性（死亡800万、入院日額5千）、子供（死亡400万、入院日額3千）

○グループ保険
（加入対象：組合員本人・配偶者・こども）

・保障内容

⇒万一の不幸（死亡・高度障害）があった場合、一時金と遺族年金を支給。

・保障金額（本人）

⇒死亡・高度障害：150万円～約2,500万円（遺族年金を含む）

・保険料（本人／年齢・性別・保障内容により異なります）

　⇒105円～22,500円（65歳以下）

○医療保障保険
（加入対象：組合員本人・配偶者・こども）

・保障内容

⇒病気・ケガによる1泊2日以上の入院に対し、入院給付金を支給。

・保障金額（本人）

⇒入院日額：2,000円～5,000円

・保険料（本人／年齢・保障内容により異なります）

　⇒483円～7,117円（69歳以下）

○医療保障オプション
（加入対象：組合員本人・配偶者・親）

・保障内容

⇒医療保障保険に上乗せして加入することで、入院・手術・介護保険金を給付。

・保障金額（本人）

　⇒入院日額：3,000円～5,000円

・保険料（本人／年齢・性別・保障内容により異なります）

　⇒310円～3,100円（基本部分／65歳以下）

○三大疾病保険
（加入対象：組合員本人・配偶者）

・保障内容

⇒がん、急性心筋梗塞、脳卒中で所定の状態になった場合等、一時金を給付。

・保障金額（本人）

　⇒保険金額：100万円～500万円

・保険料（本人／年齢・性別・保障内容により異なります）

　⇒175円～16,175円（65歳以下）
※「医療保障」「医療保障オプション」「三大疾病保険」は「グループ保険」加入が前提です。

○退職後にもつながる保険

退職日直前まで継続して2年以上グループ保険等に加入いただいている方は、「年払退職後リレープラン」「一時払退職後終身保険」「年払退職後医療保険」「年払退職後三大疾病保険」に加入できます。

・「年払退職後リレープラン」：死亡・高度障害保険金（200万円・400万円・600万円・800万円）

⇒年払保険料（60歳男性55,590円、60歳女性29,190円／200万円保障の場合）

・「一時払退職後終身保険」：死亡・高度障害保険金（男性約385.5万円、女性約412.1万円）

　⇒一時払保険料（60歳男性・女性300万円）

・「年払退職後医療保険」:入院日額（2,000円・3,000円・4,000円・5,000円×入院日数）

⇒年払保険料（60歳男性72,400円、60歳女性67,690円／日額5,000円、70歳満了の場合）

・「年払退職後三大疾病保険」：特定疾病保険金（100万円・200万円・300万円・400万円）

　⇒年払保険料（60歳男性165,300円、60歳女性92,820円／三大疾病保険300万円の場合）

自治労病院機構労組は11月22日、県立病院機構本部と賃金確定交渉を行いました。

　この中で、自治労病院機構労組が重点課題として取り組んだ、コメディカル業務を中心とした「夜間特殊業務手当」の大幅改善を勝取りました。

　現給保障など、自治労県職労が勝取った県の水準も確保することができ、今後も自治労県職連合として連携した取組みを進めます。

夜間特殊業務手当改定内容

	業　　　務
	勤務時間の区分
	1回の額

（ ）内は現行

	１．正規の勤務時間による勤務の一部又は全部が深夜（午後10時後翌日の午前5時前の時間をいう。以下同じ）において行われる業務
	次に掲げる職員が行なう看護等の業務

（１）こども医療センターに勤務する助産師、看護師、准看護師及び保育士

（２）足柄上病院、精神医療センター、がんセンター及び循環器呼吸器病センターに勤務する助産師、看護師、准看護師
	深夜における勤務時間が4時間以上である場合
	３，７００円

（3,300円）

	
	
	深夜における勤務時間が2時間以上4時間未満である場合
	３，２００円

（2,900円）

	
	
	深夜における勤務時間が2時間未満である場合
	２，２００円

（2,000円）

	
	上記に掲げる業務以外の業務
	その勤務時間が深夜の全部を含む場合
	６，０００円

（980円）

	
	
	深夜における勤務時間が4時間以上である場合
	２，９００円

（なし）

	
	
	深夜における勤務時間が2時間以上4時間未満である場合
	２，６００円

（650円）

	
	
	深夜における勤務時間が2時間未満である場合
	１，８００円

（410円）

	２．正規の勤務時間による勤務の一部又は全部が夜間（午後9時後翌日の午前6時30分以前の時間をいう。以下同じ）において行われる業務
	次に掲げる職員が行なう看護等の業務

（１）こども医療センターに勤務する助産師、看護師、准看護師及び保育士

（２）足柄上病院、精神医療センター、がんセンター及び循環器呼吸器病センターに勤務する助産師、看護師、准看護師
	８００円

（800円）

	
	上記に掲げる業務以外の業務
	３８０円

（380円）

	３．正規の勤務時間による勤務が1月1日、同月2日又は12月31日において行われる業務（給与規程第21条に規定する休日勤務手当及び同規程第25条に規定する管理職員特別勤務手当の支給の対象となる業務を除く。）
	１，５００円

（1,500円）


足柄上病院コメディカル職種の当直
体制について早期改善を求める署名

現在、自治労病院労組は確定期の交渉で「夜間勤務に対する手当額の改善」を要求しています。しかし、現在まで機構本部は「現状把握と試行の検証を足柄上病院と行っている。それを受けて今後を検討している。交替制については人員が多く必要であり、手当の増額も厳しい財政・経営状況から困難である」と回答しています。昨年の調整額の手当化に際しては国を基準にしていたのに、手当額改善を国基準にせよという要求には財政・経営状況＝金がないからというのは筋が通らない話です。低すぎる手当に人は来ません。

県立足柄上病院当局は労働基準監督署による当直体制の改善指導を契機に1直2勤務制の導入を検討し、平成22年10月から試行という形で現在まできています。自治労病院機構労組の早期改善の申し入れに対する9月20日の回答は改善の内容を全く示さない回答といわざるを得ません。
来年度の改善も危うくなっています。検査科・放射線科・薬剤科では、複数の人員不足による１直２勤務の試行を１年も続けています。
夜勤・公休シフトは日勤者の不足をもたらし、休暇も取れません。特に複数の非常勤対応の検査科では、3時30分以降はすべて正規職員で行い電話対応すら困難な状況です。
また、2時から翌日の8時30分までの当直勤務は業務件数が多く、現状の事務当直対応は労働基準監督署が改善を求める要因に他なりません。
私たち足柄上病院の職員は、足柄上病院を高齢者総合医療をはじめ急性期医療を行う、地域に密着した信頼される病院をめざし近年大変努力してきました。平成２３年度計画にも「消防本部との連携を強化するなど救急体制を充実し、救急患者の受入れを拡大する」とあります。この実現の為にも体制の整備が求められています。募集をしてもなかなか人が来ない！といわれますが、国の水準に引き上げるなど条件を整えることが正規職員採用に必要なことです。
病院機構本部は職員の採用にあたり、収益だけでなくコンプライアンスを重要な要素であるとしています。
県立病院は労働基準監督署の指導を１年以上も改善しないで放置してはいけません。一刻も早く決断し、職員が安心して、業務を進められる労働環境を整備するよう強く望みます。
さらに、現在の検討状況を早く該当職員に説明する場を設け、誠意ある説明を行うことを望みます。

２０１１年１１月２２日

自治労神奈川県立病院機構労働組合
委　　員　　長　　永 井　美 徳
足柄上病院分会長　矢 田　文 夫










































自治労病院機構労組、夜間特殊業務手当の改善を勝取る！現給保障、基本賃金は県並みの回答水準を確保！




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































